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授業の概要および目標 学位授与の方針との関連

【概 要】 

看護の人材育成が質の高い看護の基礎をなすという観点から、教育的機能の基本を

理解し、看護教育の歴史的変遷と看護教育制度、今後の看護教育の課題について考え

る。また、高度実践看護職としての役割を果たすために必要な教育原理と教育方法を

学び、専門職者としての自己教育力、生涯教育力を具えた人材育成を目指す。 

【目 標】 

１．看護教育における教育的機能を理解する。 

２．看護教育の歴史的変遷と看護教育制度から今後の看護教育の課題を考察する 

３．高度実践看護職としての役割を果たすために必要な教育原理と教育方法 

理解し、活用できる。 

１．自律して自然分娩の支援ができる

  能力

２．院内・院外助産システムを担う

ことができる能力

〇
３．女性の生涯庭わたる健康を支援

できる能力

４．周産期の救急時に対応できる能力

〇
５．多職種と連携・協働し、質の高い

助産ケアを提供できる能力

〇 ６．研究・開発能力

７．倫理的意思決定能力

授 業 計 画 

回 内 容 担当教員 

第1 回 Ⅰ．看護教育における教育的機能 岩本 

第2 回 Ⅱ．看護教育の歴史的変遷と看護教育制度 岩本 

第3 回 Ⅲ．看護実践能力を育成するための看護基礎教育の課題 岩本 

第4 回 

第5 回 

第6 回 

第7 回 

第8 回 

Ⅳ．高度実践看護職として役割を果たすために必要な教育原理と教育方法 

１．専門職における「教育・学習」の考え方 

２．教授—学習過程の成立  

教材研究の重要性 

３．学習者の理解につながる教育技術 

４．経験を活かした教育方法 

５．教授—学習過程における評価  

岩本 

第9～15 回 

Ⅴ．各自が選択した授業課題の指導計画・指導案を作成し、模擬授業を 

実施、評価し授業実施者としての課題を明確にする。  

＊ここでの授業とは講義、現場における指導（OJT）をさす。 

岩本 

浦中 

事前・事後 

学習 

事前学習：参考図書・配布資料(授業案を含む)で各回に該当する部分を読んでくる。 

事後学習：配布資料について復習する。場合によってレポートを課す。 

単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組むこと。 

評価の方法 プレゼンテーション内容等（40％）、授業案・課題レポート（60％）にて総合的に評価する。 

フィードバック（授業案・課題レポート、模擬授業実施の総評等）は適宜行う。 

参考図書 

・資料等 

杉森みど里ほか：看護教育学 第6 版増補版 医学書院  201６. 

参考書・資料は適宜に紹介する。 

備 考 オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。 
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